資料１

ＬＥＤ等照明広告の規制内容について

１．現　状

· LED照明、デジタルサイネージ等による点滅または表示内容が変化する広告物が普及。
· 視認性が高く、広告効果がある一方、不適切な照明環境や周辺住民からの苦情も発生。
· 現在、屋外広告物条例や環境部局で、照明広告に対する規制は行っていない。


２．景観審議会（H25.12.5）での主な意見（参考資料「会議要旨」参照）
[bookmark: _GoBack]
· 輝度（まぶしさ）について検討すべき。
· 地域を指定して規制誘導する必要がある。（住宅地と異なり、商業地では賑やかさも必要）
· 地域の実情に応じて時間規制を検討してはどうか。
· 照明広告の分野を分けて基準を検討していく必要がある。
「LEDサイネージ看板」「内照看板」「その他照明の看板」




３．許可基準を検討するに当っての論点

· どこまで規制対象とするか
・点滅とデジタルサイネージ等内容が変化するものに限定するか。
・内照看板で派手なものも含めて規制するか。
· どのような規制内容にするか
・「輝度制限（ｃｄ／㎡）」と「規模制限（㎡）」とを合わせた制限とするか。
・具体的な数値設定（根拠のある基準があるか、他都市の事例など）
· どのように規制区域を設定するか（住居系地域を基本）
・住環境を守るため、住居系地域に隣接した地域の一部を対象とするか。（周辺100ｍなど）
・市街化調整区域も対象とするか。（地区計画により大型店などが立地する可能性あり）



照明許可基準（案）

１．照明規制の対象
可変表示型屋外広告物　常時表示の内容を変えることができるもの及び点滅するもの

	
	許可基準
	適用される区域

	可変表示型
屋外広告物
	原則として禁止する。
（0.5㎡以下及び両面の場合1面0.25㎡以下、かつ輝度3000cd／㎡以下は適用除外とする。）
	禁止区域（第一種低層住居専用地域を含む）並びに
第二種低層住居専用地域及び周辺100m以内の区域

	
	大きさは、30㎡以下及び両面の場合
1面15㎡以下とすること、かつ
輝度は3000cd/㎡以下とすること。
（輝度1000cd/㎡以下であれば、面積基準は適用除外とする。）


	第一種中高層住居専用地域
第二種中高層住居専用地域
第一種住居地域
第二種住居地域
以上の区域及び
周辺100m以内の区域並びに市街化調整区域


２．許可基準及び適用地域
《参　考》
· ＣＩＥ（国際照明委員会）による「屋外照明による障害光抑制ガイド（2003）」
（環境省　「光害対策ガイドライン」による）
ＣＩＥの環境区域
	区域
	環境
	光環境
	例

	Ｅ１
	自然
	本来暗い
	国立公園、保護された場所

	Ｅ２
	地方
	低い明るさ
	産業的又は居住的な地方領域

	Ｅ３
	郊外
	中間の明るさ
	産業的又は居住的な郊外領域

	Ｅ４
	都市
	高い明るさ
	都市中心と商業領域



· 障害光を抑制するための照明技術特性値の許容最大値（ＣＩＥ　150-2003　抜粋）
過剰に照明された建築物の壁面と看板
　　 建築物壁面と平均輝度の最大許容値（単位：ｃｄ／㎡）
	
	
	Ｅ１
	Ｅ２
	Ｅ３
	Ｅ４

	建物表面の輝度
（Ｌｂ）
	平均照度×反射率／πより求める
	０
	５
	１０
	２５

	看板の輝度
（Ｌｓ）
	平均照度×反射率／πより求める
又は、自発光しているものの輝度
	50
	400
	800
	1000
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他自治体の照明規制
	自治体名
	京都市
	金沢市
	横浜市

	条例
	屋外広告物条例
	夜間景観の形成に関する条例
	景観条例

	照明規制の根拠
	第11条　許可の基準
(4)　意匠がけばけばしい色彩又は過度の色彩でないこと
(5)可変表示式屋外広告物掲出禁止（区域を設定）
	第7条　照明環境形成基準
第8条　事前協議（実施計画書提出による）　
第15条　夜間景観形成基準
第16条　行為の届出
	景観計画による届出事項
　特定照明
届出を要する地区
　関内地区
　みなとみらい21新港地区

	可変表示式屋外広告物の規制
	掲出禁止の区域設定は第一種～第四種地域等
掲出可能区域は面積上限を設定
第5種地域　５㎡（独立は1面当たり１㎡）
第７種地域　10㎡（独立は1面当たり2㎡）　

近くにある場合は、面積2㎡以内は10m以内掲出禁止。2㎡超は300m以内掲出禁止
	照明環境の形成のために参考とすべき数値指標を設定

発光面輝度
照明器具の高さ
4.5m未満　　6000　cd/㎡以下
4.5～6m　　　8000　 cd/㎡以下
6m以上　　　10000　 cd/㎡以下
	関内地区都市景観形成ガイドラインを策定し届出時に誘導
映像装置を使用する場合
　２階以下、地上5m以下
不快な照明環境を創出しない
●光源の輝度を控えめにしたり、光源を見えないようにするなどグレアが発生しないよう工夫する。

	照明の規制
	全市域で、照明が点滅式でないこと。又、可動式（回転灯又は照射する光が動くもの）のものでないこと。
照明が過度にまぶしくないこと。
照明がフラッシュ式又はストロボ式でないこと。
第一種、第二種区域等景観保全の高い区域
　照明の色が白色又は淡色
　照明の色の数が１であること。
第三種地域等　照明の色の数が2以下
第四種～第六種地域等　色の数が3以下
	自然環境地域、住宅環境地域、まちなか地域など７区域に応じて、平均照度、上方光束比、色温度、演色性、障害光、発光面輝度、総合効率の数値を設定して指導
照明分布を申請書に添付

景観審議会に照明環境アドバイザーをおいて運用している。
アドバイザーは照明学会に依頼（学識1名、メーカー1名）
	夜間の広告景観を演出する
●屋外広告物の照明は外照式とし、照明器具は景観上支障のないように遮蔽したり、内照式を用いる場合でも文字等に限定的に用いるなど工夫する。

ライトアップを実施している周囲では、ライトアップと調和した照明環境を創出する。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横0.74ｍ × 縦0.55ｍ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　片面　約0.5㎡・両面　約1㎡



　　　　　　　　　　　　横1.06ｍ × 縦2.66ｍ
　　　　　　　　　　　　　　　　　片面　約3㎡・両面　約6㎡




[image: ][image: ]10000cd/㎡　　　　　　　　　　　　　　12000cd/㎡
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[image: http://kahm-art.jp/wp-content/uploads/2011/08/fv4031.jpg]


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1418mm × 489mm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　片面　約0.7㎡・両面　約1.4㎡


　　　　　　　　　　　　　　　　横0.48ｍ × 縦2.4ｍ
　　　　　　　　　　片面　1.15㎡・両面　2.3㎡
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照明看板面積比較
片面0.25㎡・両面0.5㎡
[image: ][image: ][image: ]

片面のみ0.5㎡
[image: ]
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片面15㎡・両面30㎡
[image: ][image: ]

30㎡以上のもの
[image: ]
デジタルサイネージ ： 片面６ｍ×５ｍ＝30㎡・両面60㎡

[image: ]
点滅広告板：上部から①３面45㎡＋②両面12㎡＋③３面30㎡＝合計87㎡[image: ][image: ][image: ]
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